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プラスナリタラボ株式会社
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1.成田空港の利用状況と
プラスナリタラボの位置づけ
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インバウンド市場の拡大と成田空港の位置づけ
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訪日外国人数及び成田空港入国外国人数の推移

訪日外国人数 成田空港入国外国人数

政府目標：2030年に6000万人
「明日の日本を支える観光ビジョン」

2024年3686万人
（過去最大）

成田空港
入国者数

1089万人

出典）訪日外国人数：日本政府観光局（JNTO)、成田空港入国者数：出入国在留管理庁「出入国管理統計」
*2023年までは年報、2024年は月報の合算

⚫ 訪日外国人数および成田空港入国者数ともに、コロナ禍の減少を挟んで拡大を続けている。

⚫ 2024年には過去最大を記録し、今後も成長を見込む。



成田空港グループが取り組む事業の方向性
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飲食・物販 観光

成田空港周辺地域の素材を発掘

お客様に選ばれ続けるものへ変換

エリアブランディング

目的地化

①

①
②

②

③ ③

■NAAグループが目指すDMCのイメージ

⚫ NAAグループがDMC機能を担い、事業実施主体にノウハウを蓄積
⚫ 空港周辺エリアの目的地化に向け、飲食・物販事業で収益安定化を図りながら、観光事業を展開する

空港需要の増加、周辺地域への訪問・観
光
※目的地化には長期的な取り組みが必要

DMCが地域に入り、地域の魅力を発
掘し、成田空港ならではの付加価値を
プラスすることで、お客様に選ばれ続け
るようにアップデートする

収益・ノウハウをベースに事業サイクル
を継続し、その輪を太くする

DMC：Destination Management/Marketing Companyの 頭文字の略。
地域資源の活用を促進するため、旅行客にとっての目的地（Destination）を
顧客視点でマーケティング・マネジメントする会社
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2．プラスナリタラボと展開事業のご紹介
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  成田空港と地域の一体的な発展を実現します

  世界とつながり、住んで・働いて・訪れて、楽しく豊かな街を創っていきます

  新たな発想と行動で地域にプラスの価値を生み出し続けます

MISSION

VISION

VALUE

周辺地域と空港が一体となり、“ラボ”のように新しい取り組
みに挑戦し、地域に“+（プラス）”の価値を付加し続ける

プラスナリタラボの経営方針
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①地域産品を活用した物販・卸事業
周辺地域の産品（サツマイモや落花生など）を活用した商品シリーズ
（＋NRT factoryブランド）の企画・開発、販売

②地域産品を活用した飲食事業
空港内飲食店における地域産品を活用した飲食メニューの販売、
①の商品の販売

③空港起点観光事業
空港内のPRスペースや観光体験予約サイトを活用した、空港を起点とし
た周辺観光地への送客

■ 主な事業

プラスナリタラボの主な事業
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物販・卸事業_概要

さつまいも

落花生

⚫ 地域産品にお客様目線で付加価値をプラスし、空港を起点にお客様にお届けしていく取り組み

PORIPO

・LCC利用の20代男女が

買いたくなる

・世界を連想するフレーバー

・スリムなパッケージ

・空港感のあるデザイン

お客様目線での変換

NAAのリソースをベースに

お客様目線での価値をプラス地域の産品
（空港で地域産品はあまり売れない）

ピーナッツバタークッキー

・30代女性が買いたくなる

・見た目のインパクト

・落花生⇒ピーナッツバター

※規格外品なども使用

ダブル・ベイクド・チョコレート

・京都銘菓の「おたべ」で有名な

（株）美十との共同開発

・チョコレートとピーナッツを

生地に練りこみ、こんがり

焼き上げ

「＋NRT factory」は、「地域と空港

が一体となり、地域の魅力に“+（プラ

ス）”の価値を付加し、お客様に成田

空港ならではの“ワクワク”を届け続ける

存在」になる、という想いを込めた成田

空港ブランド

ベイクドスイートポテトラングドシャ

・甘く上品な焼き芋の風味とラン
グドシャのサクサク食感

・サツマイモの甘さと相性抜群の
キャラメルソースが入ったホワイト
チョコをサンド
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飲食事業_概要

⚫ 第1ターミナル 出国手続きエリア後でカフェの運営を2024年7月から開始

⚫ お客様に離日前、地域の魅力を活用した『旅の最後の日本体験』を提供する

＜店舗写真＞

日本ならではの”食”体験

空港ならでは”食”体験

✕

＜コンセプト＞
”また来て、JAPAN”

旅の最後の思い出を演出する

空港で楽しむ日本の”食”体験

＜店舗場所（出国手続き後のエリア＞



10

飲食事業_商品紹介

【地域産品メニューの原材料】

①うどん ：めんつゆ（大高醤油 山武市）、すき焼き（土屋 横芝光町）

②ホットドッグ：ソーセージ（サンライズファーム 香取市）、パン（泉ベーカリー 多古町）

③ソフトクリーム：牛乳（古谷乳業 多古町）

【店舗コルトン】

〇店舗レジ上（メニューボード）

【店舗メニュー】
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【トランジット】
5時間以上滞在

25万人/年

【ステイ】
クルー：

40万人/年
インバウンド：

70万人/年

⚫ トランジット旅客、ステイ旅客をターゲットに、空港内外の基本動線から、プラスナリタラボが運営
する体験商品紹介のページに誘導し、各自で予約・決済を行えるようにする

⚫ ターゲットのデータをもとに、魅力あるコンテンツが増え続ける仕組みを構築する

ターゲット顧客

観光地

成田空港
（業務）

NAA 
Wifi

到着
PR

ホテル
送迎バス

ホテル
WiFi

ホテル
QR

ターン
テーブル

着地型観光PF：体験商品に触れ、予約

空港周辺をはじめとする各観光地の観光体験商品

行ってみたい！
楽しい！！
皆も誘おう！

牧場で
グループ
BBQ

川下り体験 宗教体験

誘導して体験利用

ターゲットの基本動線でのアプローチ

成田空港周辺のタッチポイント

①誰に

②何を

③どのように

アクセス アクセス アクセス アクセス アクセスアクセス

１)ニーズがあり
２)近距離で
３)キャパが大きい
商品を選定・造成

目的地

メ
イ
ン

サ
ブ

・・・

海外
（乗継）

地域での
気軽な日本体験！

成田空港アセット
をフル活用

観光事業＿概要
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観光事業_商品例 成田山新勝寺表参道ガイドツアー

⚫ 概要：成田山参道等をガイドが案内・空港からガイドと一緒に電車移動
⚫ 価格：約2万円/人
⚫ 所要時間：約3時間（空港～成田～空港）
※「ベトナムー成田ーアメリカ」路線乗継のお客様が多く利用された。

URL: Naritasan Shinshoji Temple + Omotesando Walking Tour | Narita Escapes

https://omakase-japan.book.ntmg.com/top/products/12acb41f-79ff-5bee-99e9-ccdf92d24f8d?lng=en-US
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観光事業_商品例 成田山らーめんストリート

⚫ 概要：成田駅前の「らーめんストリート」特別食べ比べメニューが楽しめるセルフツアー・空港からはご自身で電車移動
⚫ 価格：3,000円/人
⚫ 所要時間：約2時間（空港～成田駅～空港）

URL: Enjoy Japanese Ramen! 2 meals from a choice of 15 different menus! 
Halal menu also available! | Narita Escapes

https://omakase-japan.book.ntmg.com/top/products/782f410f-22c1-5867-bd79-48dc26d31f28?lng=en-US
https://omakase-japan.book.ntmg.com/top/products/782f410f-22c1-5867-bd79-48dc26d31f28?lng=en-US
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3．本イベントスペースの位置づけ
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観光商品の申込客を受け入れるゲートウェイの構築

◼ 観光商品を申し込まれたお客様がストレスなく地域へ移動し、快適な体験をして頂けるよう、
第1ターミナル1階にゲートウェイとなるスペースを設け、交通案内やガイドとの待合せを行う

観光商品サイト 成田国際空港 地域

成田山新勝寺
ガイドツアー

佐原の町並み
ガイドツアー

らーめんストリー
トセルフツアー

受
付

交
通
案
内

ガ
イ
ド
と

の
待
合
せ

予約

予約

予約

…
…

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

快
適
な
観
光
体
験
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◼ 空港全体

◼ 現地写真

◼ Terminal 1_イベントスペース

成田空港におけるゲートウェイ_本スペースの場所とレイアウト
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◼ 第1ターミナルの南北ウイング間のお客様の動線上に位置

南ウイングへ   北ウイングへ

動
線

奥行 約4m

動線

PRで使用可能な範囲案

幅 約15m
高さ 約2.7m

自販機

提灯
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成田空港内でのゲートウェイ機能（イベントスペース）

マルチ機能

イベントスペースに近接するカウンターにて、
観光ツアー申込客に対するガイドとの待
ち合わせ場所や交通手段を案内する。

ツアー申込客がガイドの待合せや、
ツアー催行までの休憩場所として使う場所となり、
直接インバウンドへ地域のPRを行える機会がある。
このゾーンは自治体や事業者等と連携して提供する。

◼ インバウンド向け成田空港周辺観光ゲートウェイ「NARITA BEYOND」を2025年8月1日にオープン

＋

第1ターミナル内のイベントスペース 近接する案内カウンター

ツアーデスク機能
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4．第1ターミナルビルにおけるマーケティングデータ
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◼成田空港第1ターミナルの1日の到着人数は約3万人、スペース前の通行量は約300～
600人/時（日中、実測値に基づく）

◼国別入国者数では韓国が最も多く、次いで台湾、中国、米国。アジア圏に特に強い

◼到着便は早朝（6～7時）、夕方（15～17時）が最も多くなっており、到着客が入国
手続きを終え、本スペース付近を通行するピークは7～8時頃、16～18時頃。

◼特に早朝はアジアからの到着、夕方は北米からの到着が多い傾向。

第1ターミナルビルにおけるマーケティングデータ
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出典：法務省出入国在留管理庁「出入国管理統計出入（帰）国者数」

※出国手続きを終え、
本スペース前を通行す
るのは、到着から30分
～1時間程度後となる
ことが多い。
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出展のメリット

空港を利用するインバウン
ドに直接アプローチし、生
の意見を吸い上げ

メリット1 インバウンドへの直接アプローチ

空港周辺地域に関するPRであれば、
通常よりお得に出展

メリット2 お得な料金設定

自販機による地域産
品の販売

メリット4 物販を通じた、地域の認知拡大

サイネージを使っての動画、リーフレットによ
る手軽な訴求、物品展示による詳細な訴
求など、用途に応じたPR

メリット3 様々なメディアで訴求可能

※画像はイメージ資料
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5．本スペースにおける地域PR方法のご紹介
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地域PR方法と出展価格

A)出展による
地域のPR・インバウンド

のニーズ収集

➢ 本スペースを使用した地域PRイベントの実施および来場したインバウンド
へのアンケート調査が可能

➢ 期間：1週間～

➢ 利用可能時間：7時～19時

※設営費、当日運営費は含まれておりません。

※設営日も1日としてカウントいたします。

C)パンフレットラックでの
地域の広告

➢ 本スペース内に設置のパンフレットラックへのチラシ設置枠の貸出

➢ 期間：1カ月～

D)自販機による
地域産品の販売

➢ 地域産品の販売ができる自販機棚枠の貸出

B)デジタルサイネージで
の地域の広告

➢ 本スペース内壁面に設置のモニター（86インチ）枠の貸出

➢ 期間：1カ月～

※金額等、詳細についてはお問合せください。
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イベントスペース施設概要

施設概要

オープン日 2025年8月1日

有効面積 最大70㎡

天井高 約2.7m

基本利用時間 7時～19時

設備 モニター、電源コンセント、展示台

マルチ機能の主な用途
・地域産品の販促プロモーション
・地域に関する作品、芸術品展示
・地域の文化に関するワークショップ開催 等
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◼壁面に設置の大型モニター（86インチ）を活用した映像放映
※イベント出展時は休止となる場合がございます。

サイネージ 概要

【86インチモニター×2面】 【86インチモニター×1面】
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◼以下画像内、囲いを一枠（A4サイズが2枚横に並べられる程度の枠）

パンフレットラック 概要
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自動販売機 概要

• 1枠単位で棚を借りて、販売可能。
• エレベーター搬出により商品を傷つけずに搬出。
• 常温、冷蔵の商品いずれにも対応。
※酒類販売は不可。
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顧客の動線と体験内容例（地域産品PRの出展の場合）

①イベントスペース前
を通行

②提灯やイベントの賑わいを
見て入場

③産品の製造工程や歴史等、
商品のレクチャーを受ける

⑤自販機で商品を購入

展示台

自販機

① ①②

③

④試飲、試食

④
⑥

⑤

⑥工場見学や地域の関連施設の
紹介をチラシ・タブレット等で受ける

アイキャッチとなるイベント

展示台

提灯
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6．出展・広告までのスケジュール、留意事項
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⚫ お問合わせ・見積依頼⇒回答⇒お申込、書類ご提出⇒審査、諸手続き⇒使用開始

出展、広告までのスケジュール

お問い合わせ

6カ月前

その他資料ご提出

お申込み受付

実施企画書ご提出

運営マニュアル、レイアウト、
体制図ご提出

3カ月前 1カ月前 15日前 当日2カ月前

イベント、
広告実施

設営

【お問合せ先】
●プラスナリタラボ株式会社 観光事業部
●TEL:080-4198-4669
●お問合せフォーム:https://pnl.jp/tourism
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留意事項

⚫千葉県を中心とする空港周辺地域のPRに資する内容が
含まれることが使用条件です。

⚫対面での販売行為はできません。（自販機での販売は可
能です）

⚫火気使用はできません。

⚫ その他、空港内の諸規程に準じていただきます。
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プラスナリタラボ 会社概要

会社名 プラスナリタラボ株式会社

所在地 千葉県成田市古込字古込1-1

設立日 2024年2月22日

資本金・資本準備金 12百万円

株主
株式会社グリーンポート・エージェンシー：51.0%
株式会社NAAリテイリング：15.0%
観光遺産産業化ファンド：34.0％

代表取締役 福島 健之（地域経済活性化支援機構ディレクター）

従業員数 34名（パートスタッフ含む）

事業内容
• 成田空港と地域の発展を目的とする地域ビジネスの企画
• 物販・卸事業、飲食事業、観光事業

• 成田空港（NAA）と官民ファンド（REVIC）によるJV
• 成田空港周辺の地域活性化を目的に、地域ビジネスを企画提案する会社として設立
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